
Ｎ
Ｐ
Ｏ

「
化
学
物
質

に
よ
る
大
気
汚
染
か

ら
健
康
を
守
る

会
」

（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
研

、
津
谷
裕

子
事
務

局
長

＝
上
浦
市
）

が
、

４
月
に
米
国
で
開
か
れ
た
国
際
会
議

「
イ
ツ
シ
ア
ネ

ー
ト
と

健
康
―
過
去

、
現
在
、

こ
れ
か
ら
」

に
参
加

し
た
成

果
を
も

と
に
、

イ

ツ
シ
ア
ネ

ー
ト

に
よ
る
各
地

の
環
境
汚
染

の
実
態

調
査
や
市
民

の
健
康

ア

ン
ケ
ー
ト
調
査

に
乗
り
出
す
。
さ
ら

に
同
国
際
会
議

の
報
告
を

ま
と
め
、
イ

ツ
シ
ア
ネ
ー
ト

の
生

産
や
輸
入
、
使
用
を
規
制
す
る
よ
う
、
近
く
国
や
自
治
体

に

働
き
掛
け
る
方
針
だ
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

（鈴
木
宏
子
）

事
務
局
長

の
津
谷
裕
子
さ
ん

（
８３
）

に
よ
る

と
、

ド
イ

ツ
な

ど
欧
米
各
国
で
は
４０
年
も
前
か

ら
健
康
影
響
に
関
す
る
医
学
的

な
研
究
が
行
わ
れ
、
３０
年
前

に

は
簡
易
な
分
析
器
も
開
発
さ
れ

普
及
し
て
い
る
。
米
国
は
２
０

１
１
年
、　
一
般
市
民

の
健
康
影

響
を
食

い
止
め
る
た
め
イ

ツ
シ

ア
ネ
ー
ト
対
策
行
動
計
画
を
策

定
し

て
い
る
。

一
方
、
日
本

で
は
、
労
働
衛

生
法
が
作
業
現
場
で
の
濃
度
を

規
制
し
て
い
る
だ
け
で
、
ほ
か

に
規
制
は
な

い
。
揮
発
性
化
学

物
質

の
中
で
も
特

に
分
析
が
難

し
い
と
さ
れ
、
環
境
が
ど

の
程

度
、
汚
染
さ
れ

て
い
る

の
か
、

測
定
す
ら
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て

い
な
い
の
が
実
情
だ
。

シ

ッ
ク

ハ
ウ

ス
症
候
群

の
原

因
と
さ
れ
る
ト
ル

エ
ン
や
ベ

ン

ゼ

ン
な
ど
は
室
内
濃
度
が
規
制

さ
れ
て
い
る
が
、
イ

ツ
シ
ア
ネ

ー
ト
は

一
般

的
に
室
内

に
存
在

す
る
例

質
で
は
な
い
と
さ
れ

て

い
る
た
め
だ
。

一
方
、
住
宅
を
新
築
し
シ

ッ

ク

ハ
ウ
ス
な
ど

の
症
状
が
出
た

市
民
が
、
住
宅

メ
ー
カ
ー
に
被

害
を
訴
え
、
メ
ー
カ
ー
が
調
査

し
た
結
果
、
イ
ツ
シ
ア
ネ
ー
ト

が
検
出
さ
れ
た
と
い
う
報
告
例

が

Ｖ
Ｏ
Ｃ
研
に
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
分
析
報
告
書
は

「
ポ
リ
ウ

レ
タ

ン
の
原
料
な
ど
に
利
用
さ

れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
ウ
レ
タ

ン
フ
オ
ー
ム

の
ほ
か
、
建
築
資

材

の

コ
ー
テ

ィ
ン
グ
材
や
塗
料

が

発

生

源

と

考

え

ら
れ

て

い

る
」
と
し
て
い
る
。

■
簡
易
型
分
析
器
輸
入

ヘ

４
月
の
同
国
際
会
議

に
は
欧

米

の
政
府
機
関
や
学
会
な
ど
が

軒
並
み
参
加
し
、
最
新

の
研
究

成
果
が
報
告
さ
れ
、
活
発
な
議

論
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。
日
本

か
ら
は
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ
研
が
参
加
を

働
き
掛
け
た

に
も
か
か
わ
ら
ず

政
府
や
学
会
か
ら
の
参
加
は
皆

無
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
あ
る

Ｖ
Ｏ
Ｃ

研

の
内

田
義

之
理
事

（「
ユ
ビ

キ
タ

ス
ク
リ

ニ
ッ
ク
龍
ケ
崎
」

医
師
）
が
唯

一
参
加

し
た
だ
け

だ

っ
た
。

会
議

に
参
加
し
、
ド
イ

ツ
な

ど
で
は
携
帯
型

の
簡
易
分
析
器

が
普
及
し
、
日
本
で
は
分
析
が

困
難
と
さ
れ

て
い
た
イ
ツ
シ
ア

ネ
ー
ト

の
環
境
汚
染
実
態
調
査

イ
ツ
シ
ア
ネ
ー
ト
は
化
学
物

質
過
踵

症
な
ど
を
引
き
起

こ
す

揮
発
性
化
学
物
質

の
中

で
、
毒

性
が
最
も
高

い
と
さ
れ
、

ご
く

低
濃
度

で
も
慢
性

の
肺
機
能
低

下
や
気
管
支
け
い
れ
ん
、
呼
吸

困
難
、
鼻
詰
ま
り
、
目
や
喉

の

粘
膜
刺
激
な
ど
を
引
き
起

こ
す

と
い
わ
れ
て
い
る
。

塗
料
や
接
着
剤
、
防
水

シ
ー

ル
材
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
や

コ
ン

ク
リ
ー
ト
な
ど
建
築
資
材

に
広

く
使
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
発
泡

ウ
レ
タ

ン
、
繊
維
加

工
品
な
ど

の
ポ
リ
ウ
レ
タ

ン
製
品
、
ゴ

ム

タ
イ
ヤ
や
保
温
電
気
部
品
な
ど

日
常

の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ

に
使

わ
れ
、
国
内

で
は

１
９
９
０
年

代
後
半
か
ら
生
産
量
や
輸
入
量

が
急
増
し
て
い
る
。

NPOが実 調査へ
日本から唯一、 会議参加

HPで公開予定のアンケート調査票



が
実
施
さ
れ
て
い
■

」
■
か
判

明
。
さ
ら
に
ィ

ツ
　

，

ト
ー
ト

を
扱

っ
た
Ｌ
叫
′‐
■

［
■
Ⅲ
占

へ
の
健
康
Ｌ
叫

て，‐
け
ハ
　
■
Ｌ

内

の
■
■
型

‐
‐
‐‐
‐
‐
ハ

‐‐
師

■
―
る

イ
ツ
シ
ア
■
―
―

‐′，
四
仲

―――
普

な
ど

に
つ
い
て
●

‐
――
‐
‐
‐
‐
凸

．
―――‐
■

が
行
わ
れ
て
い
■

・
■
か
―――‐
た

に
分
か

っ
た
，
い

「
．

「
外
国
で
は
ｒ

ツ

●
ア

■
―

は
苦
し
ん
で
い
る
た
■
■

「
ち

の
け
に
し
て
い
′１，
．
―‐―
内

で
啓

発
活
動

に
取
り
組
■
な
――
れ
ば

な
ら
な

い
と
改
め
て
感
じ
た

ヽ

「
に

‐ｉ
ｌ
＝
咄
日

に
わ
た
る

‐
Ｖ

Ｏ
Ｃ
占
中

に
よ
る
拠
康

Ｌ

＝
”
―‐――‐

‐‐
―
‐，‐
―
凸
り
‐
を
作
成
し
、

了
　
１，
―
，ト
ツ
ト

の
小
―
ム
ペ

ー
一
　

Ｈ
い
　
な
ど
で
，
―‐‥―

に

一′
　

“
―
―

‐
――
‐
‐
‐
‐
占

へ
の
‘
加
を

呼
訂
―――
――

●
い

、
．

―‐Ｉ
Ｌ

（
品
の
川
占
占
を
制
訳

し

て

、

―‐．―

に
対

●
■

“

　

輸

入
、
使
用
―――‐
‐
制
オ
■
め
，
い
●

ほ
か
、
日
治
＝
れ
〓
―‐‥
―
，
呼
び

川
け
、
公
Ц
＝
■
な
ど

，
ィ
ツ

シ
ア
ネ
ー
ト
●
”
川
に
た
１１‐
“

や
喫

‐
‐
‐‐
‐
‐
″
使
用
に
な
い
■

つ
一訴

え
て
い
く
な
＝
だ
。

一・卜
に
よ
る
健
中
―――
＝

′Ｉ
Ｌ
て
も

心
配
し
て
い
る

の
に
　
――
卜
で

一と
津
谷
事
務
局
長
は
言
う

■
９‐
項
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
も

ヽ
Ｏ
Ｃ
研
で
は
、
欧
米
な
ど

か
ら
イ

ン
シ
ア

ネ
ー
ト

の
分
＝

一轄
湊
牌
は
」
一
略
脚
鷹
倒
」
「

態
を
把
握
す
る
こ
Ｌ
を
検
討
し

一て
い
る
。
同
会

に
は
化
十
物
謳

過
敏
症
や
シ

ッ
ク

（
ウ
ス
ー‐
―‥
候

一̈

碑
¨
¨
十
い
¨
け
¨
¨
¨
¨

一装
工
事
や
配
管

工
■
現
場
、
民

間

の
ビ

ル

や

住

宅

の
“

¨

川

場
、
廃
棄
物
処
理
賜
周
辺
住
民

な
ど
か
ら
も
相
談
が
怖

せ
ら
れ

て
い
る
こ
と
か

ら
、
ま
ず
は
被

害
者
ら
を
対
象

に
、
測
定
を
行

っ
て
い
く
。


